
嵐山のニホンザルの順位と採食 

２．問題提起、研究目的 

嵐山モンキーパークいわたやまでは、現在約１２０頭の
野生ニホンザルが標高約１６０mの区域で暮らしている。
観光客は休憩所（小屋）の中から網越しにバナナ、落花
生、リンゴ、サツマイモなどのエサを与えることができ
る(写真1,2)。また、小麦や大豆、栗などもエサとして職
員さんから与えられている。ニホンザルのオトナのオス
の社会的順位はケンカの勝敗によって決定されるが、メ
スは家系によって決まる。私たちは観察していく中で、
ニホンザルの順位の差によって採食品目・栄養状態に差
はあるのか、また摂取カロリー量に差はあるのか疑問に
思った。 
「優劣関係のもたらすストレスが大きい時、低順位個体
は『カロリー摂取量最大化』を行わないことが示され
た。」（斉藤,1990：73)という研究があった。この研究
は野生ニホンザルのケヤキ種子、イヌシデ種子の採食の
データをもとに分析していたが、人工餌を与えられてい
る嵐山モンキーパークいわたやまのニホンザルでも採食1
回あたりのカロリー摂取量に順位による差は見られるの
だろうか。 
私たちは、１回あたりのカロリー摂取量も１セッション
あたりの総摂取カロリー量も、高順位のサルのほうが高
いと予想した。 

～カロリー摂取量に違いはあるのか～ 

１．要旨、概要  
嵐山モンキーパークいわたやまの野生ニホンザルの順位と
採食におけるカロリー摂取量に関係があるのかを調べた。 
各個体の順位を「高」「低」に分けて個体追跡を行い、口
に入れた餌の個数を調べた。そのデータをもとに総摂取カ
ロリー量と採食１回あたりの平均摂取カロリー量の順位ク
ラス別の平均値をそれぞれ求め、相関関係を調べた。 
結果、下位のサルはカロリーが低いものを何度も摂取する
ことで上位のサルと対等にカロリーを摂取することができ
ていることが分かった。 

        （南山高等学校女子部） 

３．研究方法 

それぞれの品目の採食回数と求めたカロリー量を掛け合わせ、個体別
に１セッションあたりの総摂取カロリー量を求めた。また、その総摂
取カロリー量を１セッション全体の採食回数で割り、採食１回あたり
の摂取カロリー量とした。 

  
  
それぞれの品目のカロリー量は可食部１００gあたりのカロリー量を
「日本食品標準成分表２０１０」（出典：生活学Navi 資料＋成分表２
０１５)で調べ、採食”1”あたりの重量の平均からカロリー量を算出*1し
た。バナナの皮は内側の白い部分にもカロリーがあると考えたため、可
食部と同じく重量比で求めた。落花生の殻はカロリーを考えないものと
した。（分析は2017年に行った。） 

＜分析＞ 

【記録方法】 
メスに限定し、２人１組で１頭を個体追
跡した。１セッションを６０分とし、午
前・午後の２回観察を行った。エサの記
録は口に入れた個数で大豆、小麦、落花
生、クリは一粒を“１”、りんご、バナナ、
バナナの皮は一切れを“１”、落花生の殻
は１個を“１”と記録した。 

<観察> 
【観察日】 
２０１６年１１月２０日 

嵐山モンキーパークいわたやま 
（京都市西京区嵐山元禄山町８) 

【観察地】 

(kcal) ＜表1＞ 各品目のカロリー 
大豆 小麦 りんご バナナ バナナの皮 クリ 落花生 落花生の殻 

1.18 0.11 5.15 7.20 4.09 17.84 4.25 0.00 

*1  生活学Navi に記載されている小麦の１カップあたりの重量(110g）
を量りとり粒の数を数えた(写真3)。また、千葉製粉株式会社のサイトに
則り１カップあたりの可食部の重量を91.3gとした。ここから小麦１粒あ
たりのカロリー量を算出した。 
同様にほかの品目に関してもこの作業を行った。（写真4） 

写真1 

写真3 
写真4 

写真2 



４．結果 

個体別にそれぞれの品目を食べた回数（口に入れた個数）をまとめた。2セッション連続で観察した個体については1セッション
あたりの平均を求めた。 
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＜グラフ１＞ 

＜グラフ4＞ 

（回） 

＜結果１＞ 

低順位のサルの平均値が高順位のサルの平均値を上
回った。 

高順位のサルの採食1回あたりの平均摂取カロリー量の平均
が低順位のサルを3.24kcal上回った。 
ミノ6375808998は全観察時間中に記録された採食行動がクリ”2”のみ
だった。採食回数が少ないこと、またエサの中で最も高カロリーなクリで
あることを考慮してこの個体を抜いた高順位の平均も求めた。 
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＜グラフ３＞ 

＜結果2＞ 
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各個体の採食回数を採食品目ごとに割合として求めた。この際、各品目ごとのカロリー(表1)をもとに高カロリー(クリ・バ
ナナ)を青、低カロリー(大豆、小麦、落花生の殻)を赤、その他中間層(りんご、バナナの皮、落花生)を緑とした。 

＜結果4＞ ＜結果3＞ 

順位別各個体の採食品目の割合 

＜グラフ２＞ 

(kcal) 



 ６．結論・課題 
 以上の結果から、嵐山のニホンザルについて、低順位のサルはカロリーが低いものを何度も摂取することで高順位のサルと対等
にカロリーを摂取することができているといえる。 
 しかし、 「人工食物の獲得では下位雌が圧倒的不利を強いられていたのである。」（横田,2000：300)という研究があった。 
 私たちは考察した結果が論文と異なる理由として嵐山のサルは約120頭の群れであるのに対して、論文中の高崎山のサルは700
頭前後の群れが2つと、サルの頭数が多い点に着目した。さらに高崎山では餌場での餌付けの時間が決まっているため、嵐山のサル
は高崎山のサルに比べて人工餌の獲得機会に恵まれているといえるのではないかと考えた。 
 今後は採食中の近接個体を記録するなどの方法で他順位のサルとの干渉についても調べることで、人工餌の獲得機会についても
考察したい。 
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 高順位     64.76 
 低順位     73.90 

 ＜結果1＞より、低順位のサルのほうが全体的に採食回数が多く、また、バナナの皮や落花生の殻の採食回数も高順位のサル
より多いことがわかる。だが、このグラフでは具体的な傾向はつかめなかった。 
 ＜結果2＞より、高順位は青、低順位は赤の割合が多いことがわかる。このことから高順位は高カロリーのものを、低順位は
低カロリーのものを多く摂取しているといえる。 
 ＜結果3＞より、ミノ98を除いたとしても採食1回あたりの平均摂取カロリー量の差は約1.2kcalある。グラフ全体の数値から
見ても、採食1回あたりの平均摂取カロリー量は順位に影響されるのではないかと考えた。 
 ＜結果4＞より、順位が高いサルのほうが有利に採食ができるのであれば、高順位のサルの平均値のほうが高くなるはずだと
考えた。したがって総摂取カロリー量は順位に影響されているわけではないと考察した。また、今回の観察では観察時間が2セ 
ッションであった。さらに、データの幅に差が見られないこと、＜表２＞ 
の標準偏差の差がないことから、このデータのばらつきは個体差によるものかも 
しれないと結論づけた。個体差は個体の観察時間帯の空腹度や過ごし方に影響され 
たのではないかと考えた。 

 
 

 

 
 
 

 ５．考察 

＜表２＞ 1セッションあたりの総摂取カロリー量 標準偏差 
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